
問
合
先
　
市
民
病
院
（
☎
76
・４
１
３
１
）

臨
床
検
査
技
師

　
当
院
で
は
看
護
師
、
医
師
に
つ
い
で
3
番

目
に
多
い
職
員
数
で
す
。
多
種
多
様
の
検
査

や
診
療
に
関
わ
る
た
め
、
患
者
さ
ん
と
は
い

ろ
い
ろ
な
形
で
接
し
て
お
り
ま
す
が
、
知
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
も
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
そ
の
中
の
1
つ
で
あ
る
微
生
物

検
査
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
微
生
物
検
査

　
感
染
症
の
原
因
微
生
物
の
検
出
同
定
（
属

種
名
の
決
定
）
と
、薬
剤
感
受
性
の
検
査
（
抗

菌
薬
の
効
能
を
定
量
的
に
調
べ
る
）
を
行
う

と
こ
ろ
で
あ
り
、
院
内
の
感
染
対
策
を
発
信

す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

同
定
方
法
に
は
培
養
検
査
と
遺
伝
子
検

査
、
抗
原
検
査
等
が
あ
り
、
微
生
物
の
特
性

を
考
慮
し
検
査
を
行
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
原
因
微
生
物
で
あ

る
C
O
V
I
D ー 

19
の

同
定
で
は
遺
伝
子
検
査

が
注
目
さ
れ
、
実
際
に

当
院
に
お
い
て
も
多
く

の
検
査
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
血
液
培
養

　
培
養
検
査
を
す
る
検
体
は
痰
、
鼻
咽
頭
拭

い
液
、
関
節
液
、
尿
、
便
、
血
液
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
血
液
培
養
検
査
は
無
菌
状
態
の
血
液

よ
り
微
生
物
が
検
出
さ
れ
る
た
め
、
生
命
を

脅
か
す
感
染
症
で
あ
る
敗
血
症
に
直
結
し
、

確
定
診
断
に
は
不
可
欠
な
検
査
と
な
り
ま
す
。

敗
血
症
は
組
織
障
害
や
臓
器
障
害
を
き
た
し
、

死
に
至
る
場
合
も
あ
り
、
少
し
で
も
早
い
適

正
な
抗
菌
薬
投
与
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
当

院
の
血
液
培
養
の
陽
性
デ
ー
タ
か
ら
は
、
腎

盂
腎
炎
等
の
尿
路
感
染
、
胆
管
炎
等
の
消
化

器
感
染
で
約
60
％
を
占
め
、
臓
器
障
害
で
の

敗
血
症
を
的
確
に
検
出
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
頭
、
胸
、
足
腰
な
ど
の
痛
み
で
原

因
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
な
ど
、
血
液
培
養

を
実
施
す
る
こ
と
で
髄
膜
炎
、
関
節
炎
、
心

内
膜
炎
、
蜂
窩
織
炎
な
ど
の
重

症
感
染
症
の
原
因
微
生
物
を

検
出
し
、
治
療
へ
貢
献
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
院
内
感
染

も
早
期
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
検
査
方
法

　

血
液
培
養
を
採
取
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、

発
熱
や
体
温
低
下
、
意
識
障
害
が
あ
り
、
特

に
重
要
な
条
件
は
抗
菌
薬
投
与
前
や
血
中
濃

度
が
低
下
し
て
い
る
と
き
で
す
。

2
本
の
ボ
ト
ル
で
1
セ
ッ
ト
へ
そ
れ
ぞ
れ
に

約
10
㎖
ず
つ
、
患
者
さ
ん
か
ら
血
液
を
採
取

し
混
入
し
ま
す
。
1
セ
ッ
ト
を
2
カ
所（
例
：

左
右
の
腕
）
か
ら
採
取
す
る
こ
と
が
原
因
微

生
物
を
確
定
す
る
た
め
に
不
可
欠
と
な
り
ま

す
。
そ
れ
ら
を
機
器
に
装
填
し
、
数
時
間
後

よ
り
陽
性
の
シ
グ
ナ
ル
が
あ
っ
た
場
合
に
、
機

器
か
ら
陽
性
ボ
ト
ル
を
取
出
し
針
で
血
液
を

抜
き
、
染
色
と
培
養
で
微
生
物
を
同
定
し
ま

す
。
血
液
培
養
に
よ
り
微
生
物
が
検
出
さ
れ

た
場
合
は
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
医
師
へ
連

絡
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
微
生
物
検
査
に
ご
理
解
を
い
た
だ

き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜
小
牧
市
民
病
院
よ
り
〜

健
康
通
信

診
療
技
術
局
長　

兼　
臨
床
検
査
科
技
師
長

宮
木　
祐
輝

臨
床
検
査
か
ら
微
生
物
検
査
に
つ
い
て
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問合先　支え合い協働推進課（☎ 76‐1149）地域協議会の取り組みを、リレー形式でお伝えするコーナー地域協議会の取り組みを、リレー形式でお伝えするコーナー

  6 月 26 日、小学生が安全に通学できるようにしたいという趣旨で通学路の危険な場所を紹介する「交通
安全教室」と、地域住民の交流の場として企画された「大縄・ダブルダッチ体験」のイベントが実施されま
した。

原っ子コミュニティフェスティバル
in 小牧原小学校

「交通安全教室」では通学路の危険な場所がクイズ形式で紹介されました。
　学童通学安全プロジェクトチーム代表の阿南さんは、「学校やダブルダッチスクール
と一緒にイベントを実施することで、多くの児童に通学路の危険な場所を啓発できた」
とのことでした。 　「大縄・ダブルダッチ体験」ではダブルダッチスクー

ルDDFAM( ディーディーファム ) 講師の森さんがダブ
ルダッチの飛び方を紹介し、参加した小学生らは初めて
体験するダブルダッチを楽しんでいました。

　交流部会代表の塚原さんは「今回は体育館の人数の制
限もあり、小学校への案内のみしかできなかったが、今
後は以前のように世代間を超えた交流が行えるよう、地
域を盛り上げる活動を続けていきたい」とのことでした。
　参加した子どもらからは「交通安全のクイズは難し
かった。初めてダブルダッチをやった。とても楽しかっ
た」と好評でした。

みんなでつくろう安心の街！
～　「犯罪にあわない」 「犯罪を起こさせない」
                                  「犯罪を見逃さない」  ～

　みんなの思いみんなの思い
　　　　明るい社会　　　　明るい社会

こ
ま
き
山
ポ
リ
ス

小牧警察署　（☎ 72‐0110）
あなたの声が　犯罪を防ぎ　犯人の逮捕につながります

～見かけない人や車　不審と思えば迷わず通報～

〇 日頃の備え
　・あなたが住んでいる地域の避難場所はどこか、避難経路はどの道か、実際に歩いて確認し、
危険な箇所を避け安全なルートを選んでおきましょう。

　・大規模な災害が発生し、家族が離れ離れになったときの連絡方法、待ち合わせる場所はど　
こにするのかなどについて家族で話し合っておきましょう。

〇 防災訓練への積極的参加
 住んでいる地域の訓練に積極的に参加して、避難要領、応急救護要領などを身につけましょう。
〇 非常持ち出し品（袋）の準備・点検
 いざというとき、いつでも持ち出せるように準備し、内容について点検をしておきましょう。
 また、 定期的な入替えを行いましょう。

何もなかった日ほど、誇らしい日はない。
～警察官・警察職員募集～

　次のような場合は、不審者の顔や服装、車等の特徴を覚えて、できるだけ早く 110番通報を
してください。
　・見慣れない人が住宅街を徘徊している。
　・留守の隣家で物音がする。
　・近所の飼い犬が異常な吠え方をしている。
　・見知らぬ車がエンジンをかけたまま、いつまでも停まっている。
　・バールを持ったまま車に乗り込んで、急発進していった。
　・シャッター付きのガレージに人が集まり頻繁に出入りしている。
　・深夜に閉店しているはずの店の中に人影が見える。

◎第２回警察官（A）[ 大卒程度 ]・（Ｂ）［高卒程度］  
採用および第２回警察職員採用 [高卒程度 ]
　　　　
【受付】　８月８日㈪から８月２９日㈪まで　
【第一次試験日】　９月１８日㈰

※詳しくは愛知県警察ホームページ、受験案内
   をご覧ください。　

～ 皆さんの情報が犯人逮捕につながります！～
防災は　日頃の備え　心がけ　～　必ず来る！ その日のために　～

こんなときには、すぐ 110番

ダブルダッチ：
２本の縄を使って跳ぶ縄とび
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